
Japan Voluntary Organizations Active in Disaster の概要

JVOAD設立の目的
・災害時の被災者支援活動が効果的に行われるよう「連携の促進」と「支援環境の整備」を図る
・活動を通じて将来の災害に対する脆弱性の軽減へ貢献

 活動内容

 これまでの経緯（設立準備：3年、2016年：設立）
2013年 7月 第一回広域災害調整期間設立に関する準備会開催
2016年 2月 災害時の連携を考える全国フォーラムを実施
2016年 6月 JVOAD設立総会開催、東京都へNPO法人の申請提出
2016年11月 特定非営利活動法人 全国災害ボランティア支援団体ネットワーク設立
2019年 5月 内閣府との「タイアップ宣言」

12月 東京都より、「認定NPO法人」の認定を受ける

 災害対応
2015年 関東東北豪雨 2017年 九州北部豪雨 2019年 8月豪雨 2021年 福島県沖地震
2016年 熊本地震 2018年 西日本豪雨 房総半島台風 7月・8月の大雨

台風10号 北海道胆振東部地震 東日本台風 2022年 福島県沖地震
2020年 7月豪雨 8月の大雨

台風15号

・被災者・住民・地域のニーズと支援状況の全体像を把握
・支援団体などへの情報共有と支援団体間のコーディネーション
・支援を実施するための資金・人材などが効果的に投入されるための
コーディネーション
・復旧・復興に向けた支援策の提言および支援全般の検証

・NPO / ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｾﾝﾀｰなど市民ｾｸﾀｰとの連携強化
・産官民などのセクターを超えた支援者間の連携強化
・地域との関係構築と連携強化
・訓練/勉強会/全国ﾌｫｰﾗﾑなどの実施

災害時 平常時
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全国災害ボランティア支援団体ネットワーク 資料５



台風15号 JVOADの活動

「静岡県災害ボランティア本部」のサポート

●活動調整（支援スキームの構築）

• 水支援（福祉施設）の調整

• 福祉施設の復旧、物資支援の調整

• 農地支援の検討

• 技術系団体の連携調整会議の開催

• 暖房器具支援体制の構築

●活動支援

• 現地入り団体リスト作成

• スマートサプライ導入による物資支援

• 浸水予測、施設被害情報の提供
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・災害支援のネットワーキング
・スキルアップ／人材育成
・支援体制の整備

北海道：北の国災害サポートチーム ※
岩手県：いわてNPO災害支援ネットワーク（INDS） ※
埼玉県：埼玉県災害ボランティア団体ネットワーク「彩の国会議」
千葉県：災害支援ネットワークちば（CVOAD）
東京都：東京都災害ボランティアセンターアクションプラン推進会議
長野県：長野県災害時支援ネットワーク（N-net）
静岡県：南海トラフ巨大地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会／

静岡県災害ボランティア本部・情報センター
三重県：みえ災害ボランティア支援センター
京都府：京都府災害ボランティアセンター／災害時連携NPO等ネットワーク
大阪府：おおさか災害支援ネットワーク
兵庫県：災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議
奈良県：奈良防災プラットフォーム連絡会
岡山県：災害支援ネットワークおかやま／NPO法人岡山NPOセンター ※
広島県：災害支援ひろしまネットワーク会議
福岡県：災害支援ふくおか広域ネットワーク（Fネット）
佐賀県：佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）
熊本県：くまもと災害ボランティア団体ネットワーク（KVOAD）
宮崎県：NPO法人宮崎文化本舗

【都道府県域ネットワークとの連携】（2022年3月時点）
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被災者支援コーディネーションの確立に向けて

被災者支援コーディネーション＝
①連携促進
②全体像の把握（ニーズと支援）
③活動支援
④課題解決

【被災者支援コーディネーション・ガイドラインの作成】

【分野別ガイドライン】
・食と栄養
・子ども支援
・家屋保全

【「そなえ」の取り組みをサポート】

https://jvoad.jp/guideline/

※ JVOADが資金分配団体として休眠預金を活用した事業 https://jvoad-kikin.jp/
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